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☎63・3801

就
学
援
助
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

経
済
的
な
理
由
で
、就
学
が
困
難

な
家
庭
へ
小
中
学
校
で
の
学
習
に
必

要
な
費
用
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、そ
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

① 

対
象
者

　

町
立
小
中
学
校
に
就
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
で
、教
育
委
員
会
が

定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
者
で
す
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

・
生
活
保
護
基
準
に
準
ず
る
程
度
の

者
② 

申
請
方
法

　

就
学
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

護
者
が
、教
育
委
員
会
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等

は
、入
学
前
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
班（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）

ま
で
。

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を

受
け
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
介
護

認
定
の
審
査
判
定
資
料
を
確
認
し
、一

定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、所

得
税
や
町
県
民
税
の
確
定
申
告
で『
障

害
者
控
除
』を
受
け
る
た
め
の
認
定
書

を
本
人
ま
た
は
、扶
養
者
等
の
申
請
手

続
き
に
よ
り
交
付
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、本
人
ま
た
は
、そ
の
扶
養
者
が

障
害
者
控
除
ま
た
は
、特
別
障
害
者
控

除
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
交
付
さ
れ
、税
の
控
除
を
受
け
て

い
る
方
や
本
人
ま
た
は
、扶
養
者
が
非

課
税
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

発
行
に
か
か
る
手
数
料
は
、１
件
に

つ
き
２
０
０
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
た

高
齢
者
の「
障
害
者
控
除
」

�

に
つ
い
て

介
護
保
険
料
に
か
か
る

　

納
付
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
は
、国
保
税
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
同
様
に
所
得

税
や
町
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。令
和
２
年
１
月

か
ら
令
和
２
年
12
月
末
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
介
護
保
険
料
額
を
計
上
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納
付

し
た
介
護
保
険
料
は
、社
会
保
険
料

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、年
金
受
給

者
で
あ
る
ご
本
人
と
な
り
ま
す
。普

通
徴
収
の
場
合
、被
保
険
者
の
保
険

料
を
扶
養
者
が
支
払
っ
て
い
る
場
合

は
、扶
養
者
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」ま
た
は
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
し
た「
領
収
証
書
」

等
を
大
切
に
保
管
し
、ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

納
め
た
介
護
保
険
料
の
年
額
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、役
場
健
康
推
進

課
で
令
和
２
年
１
月
か
ら
令
和
２
年

12
月
末
ま
で
の
１
年
間
に
納
付
い
た

だ
き
ま
し
た
保
険
料
額
を
記
載
し
た

納
付
証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

事
務
処
理
の
都
合
に
よ
り
、納
付
証

明
書
は
２
月
上
旬
か
ら
発
行
で
き
ま

す
。交
付
に
か
か
る
手
数
料
は
、無
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。確
定
申
告
に
行

か
れ
る
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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　日本脳炎の予防接種については、ワクチン接種に伴って重い病気になった事例があったこ
とをきっかけに、平成17年度から21年度まで積極的な勧奨を控えてきました。
　こうしたところ、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受け
られるようになっています。

【積極的な勧奨の差し控えにより規定回数を受けられなかった方の接種方法】

接種のご相談等は健康推進課（☎６３・３８０１）までご連絡ください。

※�接種可能とされていますが、第Ⅰ期の接種を3回受けた人は、最後の接種から概ね5年以上の間隔を
おいて接種することが望ましいとされています。

※標準的な接種年齢は、初回接種として３歳となっていますが、定期接種Ⅰ期として接
種可能な時期は生後６か月となっています。生後6か月以上で希望される方は接種を
することができます。

　日本脳炎ウイルスの感染によって起こる中枢
神経（脳や脊髄など）の疾患です。
　ヒトからヒトへの感染はなく、ブタなどの動
物の体内でウイルスが増殖した後、そのブタを
刺した蚊（コガタアカイエカ：水田などに発生
する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって
感染します。
　東アジア・南アジアにかけ
て広く分布する病気です。

　特例措置として、平成19年４月１日以前に生まれた方で、20歳未満（20歳誕生日の前日まで）
の方は、特例対象者として残りの回数を無料で接種することができます。

　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状
なく経過する（不顕性感染）場合がほとんどです
が、症状が出るものでは、６～ 16日間の潜伏期間
後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引
き続き急激に、光への過敏症、意識障害（意識がな
くなること）、けいれんなどの中枢神経系障害（脳
の障害）を生じます。
（過去には、100人から1000人の感染者の中で１
人が発病すると報告されています。）
　大多数の方は、無症状に終わるのですが、脳炎
を発症した場合20～ 40%が死亡に至る病気とい
われており、幼少児や高齢者では死亡の危険は大
きくなっています。

日本脳炎の予防接種について

どんな病気？ どんな症状？

接　種　歴 その後の接種方法

第Ⅰ期を
全く受けていない方

・６～ 28日の間隔をおいて２回、２回目接種から概ね１年後に３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第Ⅰ期初回接種のうち、
１回のみ受けた方

・２回目と３回目を６日以上の間隔をあけて接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第Ⅰ期初回接種のうち、
２回受けた方

・３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第Ⅰ期初回接種のうち、
３回受けた方 ・４回目を９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※


